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こんにちは！ 静岡県東部地域局です。
東部地域局通信は、静岡県東部の14市町の様々な情報を局員それぞれが独自の視点で取材編集しています。
世界文化遺産である富士山や、ユネスコ世界ジオパークの伊豆半島、世界農業遺産の「わさび」など、世界に
誇る地域資源に恵まれている東部地域の魅力をお届けします。
局員一人一人の個性あふれる記事にも御注目ください。お楽しみに！

　1月16日に地震対策オペレーション2026（大規模図上

訓練）を実施しました。

　この訓練は、県の実施する災害応急対策の習熟・検証や、

関係機関との連携強化を目的として、阪神・淡路大震災が

発生した1月17日頃に毎年実施しています。今年度は、市

町、管内各消防本部、陸上自衛隊、沼津河川国道事務所及

び東京電力パワーグリッド（株）協力のもと、南海トラフ地

震発生から24時間後の想定で、災害時に東部総合庁舎

に設置される方面本部の運営手順を確認しました。

　今後も訓練などの機会を通じて関係機関との連携を強

化し、発生確率が高まっている南海トラフ地震などの大災

害への備えを強化していきます。

トイレカーを配備しました！

　（担当：小川）

　県では、地域防災力の向上を目的として、発災時の上

下水道等が復旧していない段階でも避難所等で快適な

トイレ環境を提供できる「トイレカー」を整備しました。

　1月16日には、東部総合庁舎に配備されたトイレカー

のお披露目式を東京電力パワーグリッド（株）、沼津市立

北部保育所協力のもと実施しました。お披露目式では、

ふじっぴーとちゃっぴーも参加し、東京電力パワーグリッ

ドの低圧発電機車と、トイレカーに接続し給電する形で

EV車を展示したことで、園児たちも楽しそうに車両を見

学していました。

　（担当：沼倉）

ベース車両 軽トラック（スズキキャリイ）

個室数 ２室/台（室内に大便器を１基設置）

【方面本部員会議の様子】

地震対策オペレーション2026を実施しました！
大災害への備えを強化

地域の"もしも"を支える新車両



　インド出身のヴァルシネー・ディパリさんが営む、地元の

オーガニック食材で作る無国籍料理店です。軒先の茅葺き

屋根が特徴的なデザインです。ナチュラルで心地よい空間

で、丸いカウンター越しに食材、調味料や地元の話題で、コ

ミュニケーションが生まれ、地域の憩いの場になっています。

フードメニューは週替わりで、ハーブティや本格的なチャイ、

スイーツも堪能できます。

　築約80年の洋裁店だった店舗を自らリノベーション。閉

店したお店から譲り受けた本棚やビールサーバーがあるな

ど、懐かしの沼津を感じることができる小さな書店です。

店主の江本典隆さんが本の選定に時間をかけ、幅広い分野

の本を取りそろえており、地元産のクラフトビールやほうじ

茶を片手に店内を楽しむことができます。また、店内にあ

るギャラリーでは、展示作品と関連した本を楽しめる企画

が行われ、新たな出会いがある空間になっています。

　 自 家 製 カ ン パ ー ニ ュ サ ン ド イ ッ チ と 、 県 内 で 唯 一

「ALLPRESS ESPRESSO（ニュージーランド発のロース

タリー）」のスペシャリティコーヒーが楽しめるお店です。

「pikiniki」とは、ニュージーランドマオリ族の言葉で「ピク

ニック」を意味する言葉です。隣接するピクニック広場では、

ピクニックバスケットと無料レンタルの椅子で「pikiniki」が

できます。店主の足立和己さんが祖父の家をリノベーショ

ンした店内は、フォトグラファーならではの感性を生かした

DIYにより、木のぬくもりが感じられる奥行きがあるデザ

インとなっています。

　令和７年度「地域のお店」デザイン表彰で優秀賞を受賞した「リバーブックス」（沼

津市）、特別賞（ローカルフード賞）を受賞した「Homage」（伊東市）、特別賞（プレ

イスメイキング賞）を受賞した「pikiniki」（伊豆市）に、これまでの活動や思いにつ

いて伺いました。

　（担当：小田・中村）

単に外観のデザインにとどまらず、お客様との関係づくりや地域貢献など、広い意味での「デザイン」という観点から、

魅力と個性に優れた個店を表彰する県の取組です。「ふじのくに魅力ある個店」登録店を対象に実施しています。

地域のお店 デザイン表彰
～地域の「魅力ある個店」～

Ｈｏｍａｇｅ（伊東市）2 特別賞（ローカルフード賞）

リバーブックス（沼津市）1 優秀賞

ｐｉｋｉｎｉｋｉ（伊豆市）3 特別賞（プレイスメイキング賞）

東部地域の受賞店舗を取材しました

　　店内には、店主の江本さんがこだわって選び
抜いた本が並んでいます

店主の江本典隆さん

　　キッチンを囲む大きなカウンターがお客さん
とのコミュニケーションを育みます

店主のヴァルシネー・ディパリさん

　　明るく開放的な店内では木のぬくもりを感じ
ることができます

店主の足立和己さん



地域の「あたりまえ」を

　　　　特別な体験として伝える
～株式会社モズラボ「Wasabi  Travel」の挑戦～

　「Wasabi Travel」は同社が展開する旅行業ブランドで、

県東部・伊豆半島地域の観光資源を活用した体験型ツアー

造成やイベント企画に取り組んでいます。事業を立ち上げた

森田知美さんには、「地域の魅力を“見る”観光としてではな

く、文化や人の考え方に“触れる”旅を通して伝えたい」との

強い思いがあったとのこと。また、地域の魅力を海外に発信

するだけでなく、その地域に暮らす日本人にも地域文化や

日本文化の価値を伝えるため、日本や地域文化に特化した

「文化体験型」の商品を造成しています。

　外国人に日本の伝統文化を体験してもらう企画として同

社が最初に手掛けたのが、神社での結婚式体験プログラ

ムや、文化財を舞台としたフォトウェディングプランでした。

米之宮浅間神社（富士市）で実施した結婚式体験プログラ

ムでは、日本を訪れたブラジル人カップルが和装をまとい、

伝統儀礼を取り入れた演出を通じて伝統文化を体験しま

した。

　県のインバウンド課題解決プロジェクトの一環で、昨年12

月には「仏像×五感体験」をテーマとしたモニターツアーを

実施。欧米で人気の高い「マインドフルネス」の視点から仏

像の魅力を捉え、仏像の魅力を“五感”で味わう体験型ツ

アーとして造成しました。モニターツアーには、欧米向けPR

を担う企業「Japan Travel」の外国人スタッフが参加し、

願成就院（伊豆の国市）やかんなみ仏の里美術館（函南町）

での仏像鑑賞、桑原薬師堂（函南町）でのお守り地蔵彫りを

体験し、その様子を動画に編集しました。

Fo c u s

　（担当：駒谷）

　全国に比べインバウンド誘客が伸び悩む静岡県。鍵を握るのは地域

事業者の創意工夫を凝らした取組です。当局では現在、伊豆半島内の

先進事例を紹介する事例集を作成中です。今回はこの中から、(株)モ

ズラボの事業をご紹介します。

地域の魅力に“触れる”旅を

結婚式を通じて伝統文化を

“五感”で味わう仏像の魅力

　その他にも「Wasabi Travel」では、地域に伝わる祭りや年中行事をテーマに、インバウンドと地元の人たちがより深く交

流できるような旅の創造に取り組んでいます。全国に比べインバウンド誘客が伸び悩む本県の東部伊豆地区にとって力強い

存在になりそうです。同社の今後の活動にも注目です！

■株式会社モズラボ■

　設立　　2024年1月

　代表取締役　　森田 一徳さん（写真左側）

　取締役　　　　　森田 知美さん（写真右側）　

目指す旅のカタチ

「名所巡りで」終わらない、日本人の暮らし・精神文化を

背景や意味も含めて体験できる旅

理解
文化の背景を知る

体験
五感で体感する

交流
地域の人々と交わる

大切にしている３つの要素

　　以前から日本で結婚式を挙げたいと考えてい

たお２人。神社での三々九度も熱心に練習してく

れたそうです。



東部地域局は、富士山麓地域から伊豆半島地域にわたる県東部地

域の14市町を担当エリアとしており、自然災害などの危機事案への

対応、地域振興や伊豆半島地域の観光振興などを担っております。

静岡県東部地域局

◀ ＳＮＳでも様々な情報を発信しています !

　QR読取り、またはクリックでチェック！

沼津市・熱海市・三島市・富士宮市・伊東市

富士市・御殿場市・裾野市・伊豆市・伊豆の国市

函南町・清水町・長泉町・小山町

　市町が選任した地域防災指導員の能力向上を図り、自

主防災組織の活性化、地域防災力の向上を目的に「ふじ

のくに地域防災指導員能力向上研修」を開催しました。

　当日は、市町から推薦を受けた地域防災指導員など22

名が参加し、「わたしの避難計画普及員養成講座」を受講。

また、災害発生時の対応行動を考えるイメージトレーニン

グ「風水害版イメージＴＥＮ」で、気象条件や避難所対応な

ど次々に付与される様々な課題について、参加者同士で

積極的な意見を交わしました。

　当局では、地域の防災力向上に向け、今後も地域防災指

導員のスキルアップ等に取り組んでまいります。

ふじのくに地域防災指導員能力向上研修
を開催しました！

　（担当：藤井）

　災害時に災害ボランティアの受入や活動援助を円滑に行うため

には、ボランティア関係団体、社会福祉協議会及び行政の日頃か

らの顔の見える関係の構築が必要です。

　そこで、１月30日に、東部地域の関係機関から約60名を集め

「静岡県東部地域災害ボランティア連絡会」を開催しました。牧之

原市での災害ボランティア活動報告やワークショップを行い、参加

者が活発に意見を交わしました。参加者からは、「もっと日頃から

連携が必要と感じた」、「新たにつながりができて良かった」など

の声があがりました

　災害時、誰かの助けを必要とする状況の中で、「この人なら、

ちょっと無理が言える」と思い合える関係をつくっておくことが大

切です。今後も、災害時に備えこうした関係づくりを促進していき

ます。 　（担当：野沢）

静岡県東部地域災害ボランティア連絡会を開催しました！
～災害時に備え「ちょっと無理が言える関係」を構築します～

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/chiikikyoku/tobuchiiki/index.html
https://x.com/Toubu_Shizuoka
https://www.instagram.com/shizuoka.pref_toubu/

